
鯨
鯉鱗

輪
禍

皿叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

租
税
立
法
卯
繊
階
級
打
算
的
態
度

社
倉
哲
學
咋
搬
主
意
的
二
元
論
的
急
患

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
冊
究

時

恰醗

間
接
税

の
整
理

を
論
ず

設

苑

功

利
主
義

と
生
産

政
策

地
學
観
肚

曾
學

読
に
就

き
て

・

…雑

録

僧
侶

と
勢

働
問

題

蕾
岡
山
藩

の
井
田
法

・

法
學
博
士

経
済
學
土

経
済
雄
士

渋
墨
髄
士

黒 財 財 堀

正 部

静

巖 治

紹

夫

部

静

治

注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

法
単
博
⊥⊥

河

上

筆

法
學
博
士

淋

戸

正

雄

法

學

士

恒

藤

恭

法

學

士

汐

見

三

郎



地
學
観
就
會
學
説

に
就
き
て

(
三

、
完

)

財

部

静

治

七

累

観
之
答

地
響

・撚

寮

暴

露

鰹

偉
p
ゼ

碁

震

鐸

応

戦

ザ
凝

、馨

脚
誰

土
壁
宇

、
こ
は
特
殊
の

義

に
よ
れ
は
、
別
に
叉
夙
に

寓
言

。評
.p・.・。
に
よ
り
、
認
識
さ
れ
た
三

具
耀

b

即

ち

空
電

多
韓

8

は
室

氣
、
水
及
地

方

に
翻
す

る
論
喪
中

、

こ
の
眞

理
を
諸

国
民

に
悉
用

し
、
惟

へ
ら
く

「
欧

洲

人
は
身
龍

の
構
造
及

形
態
上
匪

別

せ
ら

る
、

こ
は

季
節

の
攣
化

大

に
し
て
頻
繁

π
り
、
非
常

な

る
暑
熱

は
嚴
寒

,

に
衣

い
て
起

り
、
大
降

雨

は
長
期

の
乾
燥

に
憂
り
、

風
は

叉
四
時

の
錯
行
を
複
雑

な
ら
し

め
.
叉
之

に
助
勢
す

る

に
よ

る
も

の
な
b
、
私
見

に
よ
れ
は
是
等

の
事
情

は

、
隊
洲

人

の
形
態

を
し

て
、
亜
細
亜
人

に
於
け

る
よ
り
も
、

一
層
複

雑
な
ら

し
む

る
原

因
だ
り
、
,風
俗

に

つ
き

て
も
同
様

に
議

し
得

へ
し
、
風
雨

の
劇
璽
顕
繁

に
し

て
、
人
心

を
荒

ま
し

め
、
心

の
温
順
優

美
た

め
に
喪

は
れ

ん
か

、
人
性

は
幾

分
か
野
趣

を
帯

ひ
、
交
情

に
疎
薄

に
し
て
叉
性

急

ξ
な

る
、
從

ひ
て
隊
洲

人
は
、
亜
細
亜

人

に
比
し

て
勇

猛
な

り
、
気

候
季

静
不
攣

な
る
所

に
あ
り

て
は
、
懶
惰

は
幾

分
か
自
然
的

な
り
、
之

に
反

し
動
揺

不
定

な

る
氣
候

の
下

、
身
禮

上
に
も
精
神
上

に
も
、
活
動

の
衝
動
は

生

れ
乍
ら

に
し
て
窺

は

る
、
懶
惰
不
活

濃
な

る
か
セ

め

に
、
算
法

36
増

長

し
、
勤

勉

し
叉
疲
労
す

る
か
た

め
に
、
活

動
力

は
増
す

、
四
季

の
攣

化

頻
繁

に
し

て
、
叉
劇
し

き
所

、
外
親

上

の
諸
形
式

、
諸

風
習
及
天
禀
も
、
極

め
て
歴

設

苑

地
學
蜆
泄
會
學
醗
に
就
き
て
(三
、完
)

第
†
四
巻

【第
五
號

一
四

こ

入
九
五
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説

苑
.

地
撃
観
融
會
學
説
に
就
き
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

一四
二
)

入
九
六

々
た
り

、
從

ひ
て
右
季
節
璽
化

は
、
人
性

を
歴

々
た

ら
し
む

へ
き

、
原
因

窪
し

て
最
も
有
力

な
り
、
そ

の
外

食
物

を

授
く

へ
き
土
地

の
性
質

ご
、
水
勢

ご
共

に
之
を
考

ふ

へ
き
も

の
あ

り
、
人

々
の
生
活
振

り
は
、
其

の
人
々
の
住

め

る
土
地

の
性
質

に
、
關

係
す

れ

は
な

り
、
霜
に

よ

り
て
蛯
ら

さ
れ
、
叉
は
炎
熱

に
よ
り
乾
燥

さ
れ
、
叉
防

護

物

な

き
索

寞
不
毛

の

一
団
土

に
あ
り

て
は

、
瘠

せ
細
り

た
る
.
神
経
過

敏

の
人

々
を
見

る
」

ご
。

＼

叉
夙

に
法
の
精
神

に
關

す

る
、
政
治
的

　
論
著

の
基
礎

ε
し
て
、
氣
候

の
影
響
を

以

て
、
諸
国
艮
及

諸
国

の
特
.

質

を
決

す

へ
き
、
唯

一
因
子
た
り

、
然
ら
す

ご
も

そ

の
最

も
重
要

な

る
因
子
た

b
ε
し
、

か
く

て
風
俗

、
國
憲

の

も

あ

セ

も

あ

ヘ

へ

形

態
、
商
業

.
婦
人

の
地

位
等

に
閲

し
、
立
入
り
セ

る
諸
結
論
を

下
し

.
從
ひ

て
文

正
當

に
肚

會
地
理

の
、
直

接

カ

カ

も

む

つ

も

し

も

叉
固
有

な

る
先
駆
看

視
す

へ
き
は
、
冨
。
ほ
①
ω且

2

な
り

、
實

に
計
會

地
理
は

詔
。
耳
窃
曾

。p

か
、

感

嘆
す

へ
き

程

巧
み

に
、
観
想

又
叙
説

せ
る
も

の
を
敷
衍

し
、
叉

そ
の
理
路

を

一
層

井
然
た

ら
し

め
し
も

の
に
外
な

ら
す
。

も

り

む

ち

ぬ

ヤ

へ

ぬ

る

つ

セ

ち

し

も

セ

セ

も

へ

り
　

ヤ

も

へ

さ
れ

ご
膚

の
著
書

`
難

も
、
肚

曾
地
理

の
原

則
以

上

に
、
そ

の
説
を
展

は
せ

る
も

の
あ

り
、
帥
ち

寓
o
醇
Φω
ρ三
①
口

は
氣
候

の
影

響
を
以
て
、
全
能
現

せ
す
.、
別
に
風
俗

慣
習
等

の
愈

愈
的
影

響
を

も
亦

問

へ
り

「
多
く

の
事
項
は
人

を
支
配
す

、
氣

候
、
宗
教

、
法
律

、
政
治

の
原
則
、

過

ぎ
去

れ

る
事
件

の
先
例

、
風

俗
、
慣

習
等

は
然

り
、
そ

の

結

果

ご
し
て
、

一
の

一
般

精
神

は
形
成

せ
ら

る
、
そ

は

一
隅
民

に
於

て
、
是
等

の
諸

原
因
中
何

れ

か
の

一
つ
か
、

割
合

に
力
強

く
影

響

し
、
他

の
諸
原

因

の
作
用

か
、

そ
れ
相

鷹

に
殺

か
る
る
度

合
に
よ
り

て
撚

り
、
自

然
及

気
候

か
殆

ん
ξ
唯

一
の
、
支
配
力

を
及

ぼ
す

ε
す

へ
き
は

、
野

璽
人

に

っ
き
て
の
み
然
り
、
風
儀
は
支
那

人
を
支
配

し

律

令
は
日
本

を
縫

ま

に
罎

し
、
風
俗

は
昔

時

団
p
息
象

8
。
莞

に
於

て
、
大
影
響

を
及

ぼ
し
、
施
政

の
原

則

ε
古
代

　

風
俗

ε
は
、
羅
馬

に
於
て
同
様
な

る
作
用

を
な
せ
り

」

ε
は
、
氏

の
論
旨

な
り

、
而
も
亦
氏
は
特

に

く
。
冨

冨

に
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ヤ

も

も

や

め

も

カ

も

セ

も

よ
り
、
加

へ
ら
れ
し
適
切

の
批

評
を

、
耐

へ
忽

ふ
の

要
あ
り

き
、
帥

ち

く
。
国

界

は
正

當
に
、
肚
會

的
道
徳
的

も

も

み

マ

リ

ゐ

マ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

コ

あ

　

ミ

ョ

マ

　

及
智

能
的
因
子

に
謝

し
、

一
層
人

な

る
意
義
を
附
興

せ
ん
ξ
し
た
り

、
即
ち
彼

は
諭
し

て
曰
く
、
「
論
者

は
虞
ら
く

は
、
気

候

の
影
響
を
重

ん
し
過

ぎ
た
り
、
論
者

は
ん

間
肚

曾

か
特

に
先

つ
、
幾
多

の
小
民
族

に
よ
b
形
成

せ
ら
れ

矢
筈

の
民
族

か
多
少
開
化

せ
る
後

、
大
帝
國

に
併
合

せ
ら
る

＼
こ
ピ

に
よ
り
、
そ

の
終

り
を
告

く

ご
説

一
も
、

一

層
眞
實

な
る
相
違

は
、
隊
洲
人

ε
残

醗
世

界
民
族

こ

の
間

㌣
、
存

す

る
相
違

に
あ
り

、
そ

の
相
違

を
生

め

る
は
、

希
臘
人

の
事

功
た
り
、
帥

ち
隊
洲

の
住
民

を
し

て
、

他

の
萬
民
族

に
比

し
實
際

の
優
者

セ
ら
し

め
し
も

の
は
、

ア

へ

ぜ

ソ
ス
、

マ
イ
リ
ー
タ

ス
、

シ
ラ
キ

ユ
ー
ス
、

ア

レ
キ
サ

ン
ド
リ

ア
の
哲
學

者
な
り

、
假

り
に

×
①「×
9

か
サ

ラ

、・、
ス
の
戦
争

に
於

て
、
勝

利
葎
占

め
し
も

の
ε

せ
ん

か
、
隊
洲

人
は
虞

ら
く
は
、
今
佃

野
攣

た
り

し
な
ら

ん
」

ざ

自

然
的
環
境
を
以

て
、
　肛
會
獲
展

に
重

大
影
響

を

、
及

ぼ
す

の
事
由

幌
せ

る
、

一
切

の
歴
史

哲
學
者

、
交
明
吏

　

ホ
　

家

、

自

然

研

究

者

、

経

済

學

者

た

り

し

、

bd
9

匹
Φ

(そ
の
著
書
中
人

の
行
爲
及
人
間
の
歴
史

か
、
自
然
的
法
則
及

心
理
的
法

則
に
よ

り
、
交
響

ら

を

こ
ε
ね
示
さ
ん
登

り

、
自
然

の
四
因
子

こ

て
、
氣
候
、
食
料
・
土
地
・
自
然
の

疲

性
質

な
學
使

印
摩

希

弊

あ

比
較

ね
以

て
、
そ
の
研
究
な
舶
⑲
た
り

、

ぎ

げ
塁

。・
ヒ

包

住
自

民

匪
・・
∩
・
剛・冨

8

葺

…
ゆ
総

身

∩箒
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偏
し
渦
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た
る
見
解
の
、
幾

多
評
論

接

目
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豊
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ヘ
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円
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ぜ
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}国
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か
地
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上

に
占

む

ろ
地

方

ば

、必
然

そ

の
国

民

の
幸

運

非
運

を
決

す
、
蓋

し

地
理

に
終

結

さ
れ

六

ゐ
歴

史

脱

す

へ
く
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作
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喬
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煩
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て

文

無

盆

た

ら

ん

、
君

名
な
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文
人
に
し
て
、環
境
問
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に
闇
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し
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な
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赤
墨
く
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如
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、越

扇

頭
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文
無
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ら
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に
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・善
く
。
r

X
蚤

×
曽
づ
.
一層
…
羅

三

鴇
凶」

一
↓
萎

三
8

・
↓
「Φコ
一。

一。。
O
・。
な

り

)

八

ω
℃　

叶
*
急

魚

筆

・
詠

廉

強

奪

、
姦

ド
怠
る
・
か
ら
さ
臼

、
∩
。・づ
.9
∩
.ロ『・,
三

pω.
。

を。.。ω.一
に
新

語
馨

付
正

善

・
・
蟹

明
讐

・
署

灘

星

奮

必
要
馨

、外
界
蒙

撞

そ
・
難

如
県

費

ず
、
,
の
全
部
」之
.
含
意
、
ろ
、、

ぜ

ろ

こ

ミ
な
り

・丼

U
巨
。
ド

U
δ

臣

巳

計

号

u・
星

一}ΦF

守

ヨ

葭

ω
雪
α
一色

霞

目
窪

8
。
℃
げ
一。

×
X
・
.8

参
照

)

後

者

中

に

は

気

候

、

地
面
・
及
動
植
物
中
・
有
爵

無
機
的
叢

に
よ
り
、
直
接
に
左
右
さ
る
る
首

も
、
副
次
的
諸
因
子
換
言
す
れ

は
、
右
環
境
の
進
み
行
く
諸
攣
化
`
し
て
、
融
會
事
情

そ
の
も
の
の

一
所
産
た
る
も
の
に
よ
り
、
影
響
さ
る
る
こ
ε

多

き
、
部
分
を
含
意

せ
し
め
陀
り
、
帳
台
は
氣
候
は
山
林
の
荒
塵
及
乾
澗
に
よ
b
、
攣
更
さ
れ
得

へ
く
、
不
用
植

物
ε
有
用
植
物
ε
の
取
替

へ
、
叉
優
良
愛
種
の
培
養
、
新
有
用
種
植
物
の
扶
植
に
よ
り
、
植
物
界
は
攣
更

さ
れ
得

へ
く
、
動
物
界
は
不
用
叉
は
有
害
動
物
の
、
駆
除
叉
は
撲
滅

ε
、
有
用
動
物
の
育
種
及
風
土
化
ε
に
よ
り
、
攣
更

さ
れ
得

へ
し
、
素
よ
b
他
の
諸
因
子
も
、
砒
會
獲
展

に
そ
の
影
響
を
及
は
す

へ
し
、
肚
會
を
愛
せ
し
む

へ
き
、
人

Spencer,ThePrinciplesofSociology,1.
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「

口
密
度
増
大
、
個
人
ε
肚
會
ご
の
問
、
諸
種
の
吐
曾
問

に
於
げ

る
、
交
互
影
響
は
然
り
、
叉
言
語
、
學
問
、
藝
術
、

も

み

も

も

ヤ

も

ヘ

マ

風
俗

、
法
律

等

の
如

き
、
超

有
機
腱
的
構
作
物
堆
積

の
影
響
も
然

b
、
何
れ

に
し

て
も
そ

の
聞
氣

候

ご
、
国

民

の

精

拘

こ
の
間

に

[
關
係

あ
り
、
最
初

の
文

明
は
温
熱

に
し
て
、
乾
燥

せ

る
氣
候

の
下

に

(埃
及
)
起

れ
り

、

(此
見
解

も

し

も

に
反

し

、
字
【。
=碧

。一一9

℃
δ

玄
α
ヨ
。
。・
畠
①
一、
三
異
。
凶H
ρ

℃
・
ホ

[

に
寒

冷
叉

は
温

和

菰

ゐ
氣

候

か

.
大

文

明

の
騒

達

な
助
勢

す

へ
し

ε

ぜ
り

、
開

化
替

ら

も

で

も

も

ヒ

り

し

も

や

ち

あ

も

へ

も

も

ち

セ

レ

も

ち

ロ

し

コ

あ

も

及

の
事
實

1工
確

か

め
ら

れ
し

も

、
之

か
解
繹

に
来

だ
充

分

に
下

さ
れ

す
、
の
℃
①
弓

Φ
「

そ
の
位

の
曝
者

即

ち

尉
=∩
匹

0
.
寓

9
面
Φ
o
一げ

男
④
巳
島
・
言

2
ω∩
げ
　
-

貯
o
訣
等

は

、
右

普
及

の
事

由

な
氣

候

に
踊

し

、
U
Φ
ヨ
o
=
=
卯

勾
讐
N巴

等

-■

之
な
交

逕

路

に
締

す

、
そ
の
他

之
な
人

種

の
相
違

に
僧師
ぜ

る

uっ
Φ「
αQ
一
群

の

相
異

に
蹄

ぜ
ろ

Ω
二
日
℃
δ
三

田

め
り

、
図
9

0
℃
O
ド

H
o
皿
箕

o
げ
届
ヨ
①
…
♂

乱

P
3
Φ
三
㌍
蓑

亀
Φ

一.
こ
の[O
ヰ
①

参

照
Q

交

通
路

に
聞

す

ゐ
、
所

謂
法

則

の

}
こ
し
て

、
記
四
ユ
貧

に
よ
り

立

定

ぜ
ら

れ

、
他

の
學
者

に
工
り

採
用

さ
れ
し

者

に
有

名
な

る
か
、

之

に

こ
れ

ば
開
化

の
普

及

は

、

地

球

の
廻

輔

こ
反

封

の
方
同

な
探

り

、東

よ

71

西

に
向

へ
り

こ
す

、之

に
反
封

ぜ

う
も

の

に

ヒd
Φ
巳
0
9
く
、
巨
①
。・
ぎ
冨

自
印
一.
三
尺
o
芹
9

咽
母

尻

目。。Q。
い

あ
り

、
叉

7
ぎ
β
σq
8

コ
Φ

り
前
掲

書

ば
、
「
交
明

の
統

計

」
に
某

つ
暫

て
、
「
高

低

り
法

則

」な

立

て
て

、
開
化

か
山
よ

噂

平
原

及
海

に
下

れ
り

宣
し

、
別

に
叉

「
緯

度

の
法

則

准
立

て

、
開
化

1ま
常

に
赤

遺
直
り

、
面
桶

に
進

む

ε
ゼ
リ

、
要

す

る

に
純

地

理
的

解
羅

に
、
本

門

に

つ
き

て
も

亦

不
充

分
た

り

、

別

に
他

の
範
園

に
求

む

へ

者
、
仙

の
事
由
々
号
す

み
の
更

あ
み
こ
建
奄
示
す
。
そ
の
価

し。
。
邑

9
巨

号

蔚

・
等

に
よ
う
も
の
の
如

く
、
此
檀
の
研
究

乏
し
甚

さ
ろ
も
・
そ
は

常
に
偏
頗
な
り

、叉

o
げ臼
N冒
Φ
「噛
H
牙

a
三

口
色

℃
「
。
σq
器
路
。
⊆
日
量
p

閃
o
ヨ
p

[。。ゆ
令
に
、開
化
の
進
展
及
方
向
な
・
諦
民
族
の
混
和
に
よ
り
解
繹
ぜ

ん
ε
せ
り
)

而

し

て

土

地

の

形

態

は

、
政

治

形

態

を

決

定

し

、

土

地

の
複

雑

之

ε

共

に

叉

、

そ

の

動

植

物

様

々

な

る

は

、

肚

會

生

活

に

特

別

の

殊

異

を

、

生

む

へ
き

條

件

た

り

ε

は

、

G。
稀

昌
8

「

の

認

め

し

所

な

り

。
.

ネ

ロ

り

し

も

へ

し

ヤ

ヘ

へ

も

セ

も

も

へ
　

モ

へ

U
。
O
H①
無

は
肚

會
存
在

の
、
事
實

そ

の
も

の
に
よ

る
も
、
伺

駐
會

か

一
切

の
無

機
的
有
機
的
因
子

に

よ
b
、
左

ヤ

も

も

で

右
さ

る
る
こ
ご
を
、
推

断
す

る

の
要
あ
り

で
信

し
た
り

、
「
人
な

る
肚

會
禮

は
、
無
機
界

`
有
機
界

ご
の
、
確
乎

た

る

結
合

に
基

づ
き

て
生
す
、
肚
會

は
そ
の
二
乗
結
合

の
産
物

な
り
」
、
領
土
及

人

口
は
、
肚

會

の
形
態

、
構

邉
及
愛
動

就

苑

地
學
観
祉
會
學
説
に
就
告
て
〔三
、完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

一四
五
)
.
八
九
九
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説

苑

地
學
観
紅
會
學
説
に
槻
き
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

一四
六
)

九
〇
〇

を
左
右
す

へ
き
二
因
子

な
り
、
「
領
⊥
⊥
ぽ
謂

は
は
女
側

に
し

て
、

人
口
は
男

側
た
り
、
そ

の
間

に
解

清
し
難
き
婚

姻

は
結

は
れ
～

か
く
て
種

灯
の
集

合
膿

、、
叉
は
肚
會
的

産
物

を
生

む
、
」
か
く
て

じ
。
O
器
玖

は
地

の
高
低
、
廣
狭
及

起
伏
、

水
勢

、
,地

質

畢
的
構

成

に
よ
り

、
及

ほ

さ
る

へ
き
大
影
響

を
説

明

し
.
之

か
貴
地

慮
用

に
及

ぼ
せ
り
、
惟

/

へ
ら

く

「
希
臘

の
歴
史
は
、
希
臘

の
位

置
及
地

理
的

形
勢

の
、
自
然
的
結
果
覗
す

へ
き
な
b

、
希
臘

か
假

り

に
多

分
第
三

紀
層

以
前

に
、
示

せ
る

ε
同

一
事
情

を
続

け

、

サ

ハ
ラ
の
東
部

な

る

ご
σ嵩
筈
窪

沙
漠

ε
、
同
様

に
荒
れ

陀
る
卒

地

ε
し
て
続

け
ら

れ
π
り

蓬
せ

ん
か
、

そ
は

獅
子

及
犀

の
棲

み
家

ε
な

り
、
決

し

て
大
畿
伯

諺
℃
。目
.、
又

ア
リ
ス
ト
ー
ト

ル
の
狙

國

ε
は

、
な
ら

さ
り
し
な
ら

ん
、
叉
羅
馬

の
地

理
的
地
位

か
、
小

丘
蓮
亙

の
中
部

に
あ
り

舟
筏
を
通
す

へ
き

一
河
川

に
臨

み
、
而

も
亦
海
洋

に
近

く
、
し。
暮
5
窪

民
族

討

晋
①
「
及

国
営
島
吋
.
.
民
族

の
境

界

接
合
地
熱

に
位

せ
る
よ
b

、
疑

も
な
く
そ

の
最
初
獲

展

に
得
利
な

り
き
」

ご
、
さ
れ

ε
光
輝
燦
爛

π
る
希
臘

開
化

ε
、
地

理
的
外

界

の
形
勢

ξ
の
間

、
何
等

の
直
接
關

係

あ
り
得

へ
き
か
、
素

よ
り
山

嶽
詩
的

水
勢

詩
的
特
殊

事
情

は
、
確

か
に
交
通
を
助
進

し
、
叉
阻
碍
す

る

こ
ε
あ

り
得

へ
く
、

叉
そ

の
交
通

に
本

つ
き
、
内
外

諸
關
係

の

一
系

統
を
生

み
、
そ
の
諸
關
係

は
諸
民
族

の
性
質

を
動

か

し
、

一
の
　肛
會
的
活

動
を
果

さ
し

め
、
次

い
で
叉

そ
の
諸
關

係

は
、
多
種
多
様

な

る
血

會
事
情

ε
し

て
表

は
れ
、
民
族

固
有

の
本
質
及

最

も
卓

越

せ
る
特
質

も
、
そ

の
諸

關
係

に
よ
b
形
成

さ
る
る

こ
ε
め

る

へ
し
、

さ
れ

ご
羅
馬

の
位
置

ご
、
羅

馬
統
治
権

の
獲
達
及

大
勢

威
、
世
界
皮

上

に

類

例
な
き
最

大
事
業

ε
の
間

、
何

等

の
關
係

あ
b

ε
す

へ
き
、
そ

の
位
置

上
之

か
た

め
に
、
至
適

せ
り
ご
す

へ
き

は
確
か

に
全
く
存
せ
す

、
羅
馬

ピ
同

　
否

一
層
桂
艮

な

る
係

件
を
備

へ
乍

ら

、
何
等
文

明

の
獲
達

を
示

さ
す

、
虞

ら

く
は
貧
弱
久
低
級

の
、
肚
曾
状
態

を
示
せ

る
都
市

は
夥

し
、
歪
。。陶
市

か

一
海
港

た

る
の
事
情
止

み
π

る
た

め
、

一

〆

.



L

そ

の
繁

昌
喪

は
れ
た

り
ε
説
く
は
、
虞

ら

ぐ
は
解
縄
　ざ
し

て
完

し
ε

さ
れ

ん
、

さ
れ

ご

一
海
港

た

る
の
事
情

を
続

け
し
、

ウ

エ
ニ
ス
の
繁

昌
喪
は
れ

た
る
区
、
何

か
た

め
に
し
て
、
叉

ジ

エ
ノ
ア
衰

へ
さ

る
は
、
何

ε
解
繹
す

へ
き
。

　

U
。
O
器
。
h
の
誘
に
則
れ

る

団
9
ぎ

碧
冨

も
、
亦

外
界

の
影
響

を
、
(
イ
)地
面

の
地
勢

に
よ
る
影
響

(地

位
)
、

(
ど

氣
候

の
影
響

、
(
ハ
)入

か
直
接

に
利
用
す

へ
き

、
無
磯
物
有

機
物

の
影
響

(経
済

)
に
分
ち
た
り
。

　
お

し∩
巴
E
島

は
領
土

に
、
人
な

る
重

み
を

お
き

π
り
、
「
　
国
民

の
基

礎

は
領
土

に
あ
り
、
そ
は
大

に
重
ん
ず

へ
く
馬

世
界

の
國
民

全
部
は
、
領
土

に
恋

し
て
分
類

さ
れ
得

へ
し
、

(現
に
氏
に
そ
の
著
書
第
二
巻
中
、
事
實
上
か
か
る
国
民
の
分
類
為
試

み
、
反
埃
及
肚
會
型
の
形
成
々
、
蜜

河
及

uウ
凶・鉱

山
の
地
理
的
環
境
に
よ
ろ
、
影
響
ざ
し
て
解
繹
ぜ
り
)
土
地

は
人

の
直
接
叉

は
間
接

な

る
支
柱

現
す

へ
く
、

か
く
で
自
然

的
基

本
及
生
存
資

料
の
基
本

ε
し
て
、
両

面

に
於

け

る
支
持

の
働

き

に
當

る
」

世

に
は
沼
澤
地

方

に
於
け

る

か
如

く
、
直
接

に
は
自

然
的

支
持
者

π
る

こ
ε
な

き
、
自
然
的
基
本

あ
り
、
河
川
及

海
洋
一画
も
直
接
…に
は
支
持

せ
す

、
叉
直

接

に
支
持
す

る
も

、
生
存
沓
～料

を
備
…
へ
さ
る
土
地

あ

り
、
.
こ
は

一
切

の
耕
}

地

に
於

て
、

一
般

に
見

る
所

な
り
、
即

ち
耕
地

は
農

耕

の
諸
元
素

を
、
備

ふ
る
の
特

質

に
よ
り
支
持
す

ε
せ
b
.。
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目
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げ
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=
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口
『喜
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脅

頴
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常

山
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毎
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£
三
監

駐
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窪
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二
二
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三
喜

番

瑳

℃夏

鐸

『

憲

参
照
。

木
　薯

に
氣
候
に
最
大
の
意
義
た
附
興
し
た

.

り

、
開

化

に
温

和
な

ろ
氣
候

の
下

に
起

ろ
、
そ

の
開

化

か
浬

暖

の
度

】
層
劣

れ
ろ

、
諸
国

に
進

み
行
く

ε

す

う
も

、

そ

に
そ

の
以
前

に
温

和
な

ろ
氣

候

に
威

し

て

・
容

易

ド
嶺

達

ぜ

る
に
よ

る
も

の
な

り

・
叉
氣

候

は
諸

国

民

に
・
特

質
及

歴

史
的

特
型

々
附
興

す

、
.北

方

民
族

も
南

方
民

族

こ

の
間

、

そ
の

`

逆
徳

、
風

俗
等

の
上

に
、

示

さ
る

る
諸

相
違

1工
、
氣

候

に
基

づ
く

も

の
た
り

ぐ」
ぜ

り

、
国
・
`
.o
門ヨ

g。曽
目
0

8
目
⊆
ユ
㎝ヨ
o
㎝
O
∩一四」

℃
胃
匠

H鴨
6

に
も

同

様

な

ゐ
説

あ
り

)

も

や

も

や

コ

う

も

ロ

へ

も

　

ヘ

ヵ

ミ

も

ヘ

へ

も

カ

も

も

う

カ

ヤ

ヤ

　

む

や

し

ヘ

マ

カ

マ

ヘ

カ

ゐ

も

コ

も

是
等

の
主
張

た
る
、
事
實

に
立
脚

す

る
を
以

て
、

學
問

上

の
意

義
を
具
備
す

る
か
如

き
も
、
之
を
反

謹
す

へ
き

設

苑

地
學
観
祉
會
學
説
に
就
音
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

}
四
七
)

九
Q
】

一Fairbanks一,IntroductiontoSociology,Loud.エ899.

練Sallilas,Lateoriabasica(Bio-sociologia)H,Madridエgol,S.4ア2.

■

、



＼

耕

殖

地
墨
親
祉
會
學
説

に
就
き
て

(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

一
四
八
)

九
Q
ニ

へ

　

を

も

ち

り

　

も

あ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

も

へ

や

ヤ

も

へ

も

ヘ

ヨ

へ

つ

カ

カ

リ

も

ヤ

も

へ

る

も

た

り

へ

も

も

コ

事
實

に
し
て
、
同
様

に
保

護
せ
ら
れ
、
叉
重

き
を

お
く

へ
き

め
り
、
出

足
観

之

一
撃

説

か
、
認
識

上

の
贋
値

及

永

も

も

も

ヘ

ヤ

も

ゐ

リ

エ

ヘ

コ

も

　

ヤ

ヘ

へ

　

も

へ

も

へ

も

も

あ

も

へ

も

あ

も

も

エ

へ

も

セ

も

や

モ

エ

へ

績
性

を
牧

め
得

へ
き
は
、
音

に
事
宜

に
基

づ
き
て
、

立
て
ら

れ
た

る
の

一
事

に
よ
り

て
、
然

る
に
罪

す
、
學
問

上

り

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

マ

も

も

を

モ

ヤ

ヘ

へ

な

カ

　

も

も

あ

へ

も

セ

へ

も

ち

カ

も

マ

へ

あ

ヤ

へ
　

.

の
原
則
を
酸
守

し
、
諸

事
實

に

っ
き
周
到

な

る
論
理
的
適

法
視
察

を
、
遠
く

る
に
よ
り
て
熬

り
、
誤
れ

る
結
論

は

観
察

の
手
績

を
、
充

分
厳
密

に
遂

げ

さ
b
し
た

め
、
如
何

に
夥

し

く
下

さ
れ

だ

る
か
、
方

法
論

の
研
究
上
、

明

か

.に

せ
ら

る

へ
き
所

な
り
。

九

*

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b

、

、

、

、

、

、

じ目
お
の
ぎ
け
は
適
切

に
評

論
し
た
b
、
氣
候

否
寧

ろ
土
地

、
海
洋

、
空
気

、

一
般

に
自

然
條
件

の
維

和

に
よ

る
直

つ

り

も

や

コ

も

ヤ

も

ハ

あ

も

も

ち

モ

ぬ

ち

モ

エ

へ

　

マ

で

エ

も

ヘ

ヘ

へ

あ

マ

も

も

も

ヘ

ヘ

や

あ

も

カ

も

へ

う

接
影
響
は
、
人
々
及
諸
人
種
の
分
化
を
促
せ
り
ご
は
、
諸
時
代
の
學
者
か
想
際
す
る
所
な

る
も
、
経
験
は
此
見
解

ヘ

ヘ

ミ

ヘ

ヘ

ー
を
否
定
す

ε
、
帥

ち
英

国

の
移
艮

は
、
濠
洲

人

タ
ス

マ
ニ
ア
人
ε
、
同

一
氣
候

の
下

に
住
む

も
、
是
等

の
人
種

同

様

ご
な

る

こ
ご
な
し
、
千
年
を
脛

ご
も
倦

そ

の
こ
ざ

な
し
、
を
裟

四
8

に
よ

る
に

勺
ぞ
舜

人
種

及
馬
來
人
種

は

同

「
熱
帯
地
方

に
共
棲

し

,
叉
幾
世
紀
を

通
し
そ

の
共

棲
を
続

け
た

る
も
、

二
者

は
種

々
の
黙

に
相
違

せ
り
、
氏

の
研
究

は
自
然
事
情

の
直

接
影

響

か
、
動
物

に

つ
き
て

も
亦
誇

張
さ
れ
し

こ
ε
を
示

せ
り

、
氏

は
畜

へ
り

寓
。
ヨ
8

島

は
、

そ
の
大

面
積

ざ
火

直
な
き

こ
ご

》
に
よ
う
て

の
み

な
ら
す

、
地
質
學

的
構
造

の
複

雑
、
氣

候
循

環
の
齊

一

そ

の
土
地
を
被

へ
る
森
林

植
物

の

「
般
蛙
質

に
よ
り

て
も
、
亦

Z
Φ〒
0
9
器
営

に
酷

似
し
、
文

言
。三
井
の昌
群
島

は
、
そ

の
火
山
的
構

造

、
大
肥
沃

、
繁
茂

せ

る
森
林

、
頻
繁
な

る
地
震

に
よ
ザ
、
比
律
賓
群
島

に
似
た

る
も

の
あ

り
、
瓜
睦

の
極
東

な
る

寓
巴
=

は
、

毛
ル
ツ
ケ

ソ
群

島
中

の

目
ヨ
o
「

島
同
様

、
乾

燥

せ
る
に
拘

は
ら
す

、
是
等

.

Bagehot,Ph}・sicsandPolitics,p.81,86'



群

島

の

動

物

界

に

は

、

最

大

可

能

の
反

封

あ

り

、

そ

は

右

二

群

島

か

謂

は

は

、

同

一
雛

形

に

よ

り

形

成

さ

れ

だ

り

ご
す

へ
く

、

同

一
氣

候

に

深

し

、

同

一
太

洋

に

よ

り

そ

の

周

園

を

、

洗

は

る

ン

に

拘

は

ら

す

黙

り

ε

す

、

帥

ち

、

切
。
「コ
。
。

及

Σ
。
午

Ω
巳
器

僧

は

、

自

然

の

土

地

事

情

に

つ

き

て

は

、

二

國

ε

し

て

備

へ
得

へ
き

.

酷

似

の

極

致

を

示

せ

る

も

、

そ

の

動

物

界

に

つ

き

て

は

、

互

に

相

去

る

こ

ε
両

極

の

如

し

、

之

に

反

し

乾

け

る

風

、

開

き

π

る

谷
.

石

多

き

沙

漠

、

温

和

な

る

氣

候

を

有

す

る
深

淵

は

、

名
。
〒

O
巳
器

酔

の

温

暖

灘

潤

に

し

て

、

樹

木

繁

茂

せ

る

午

地

及

山

岳

の

森

林

内

に

、

棲

め

る

ε

略

同

様

な

る

、

島

及

四

足

獣

を

産

す

、

(か
塾
晦
動
物
蜘
ば
諸
地
方
産
動
物
の
種
類
同
し
者

理
由
か
、

自
然
的
環
境
の
諸
事
檜
…
一
致

に
蹄

ぜ
ん
ε
す
る
も
、

そ
の
恰
も
右
の
所
説

に
よ
り
、

反
封
盗

る
へ
き
所
な
り

、

字
毎
出
o朗

男
ω
置
①

臨
Φ
【

αω
8
目「Φ
団∩
ぼ
胃
げ
ω
コ
閑
話
σq
四
露
o
Z
o
喉
笛
嘆
缶
-
諺
三
野
o
旧6
ピ

目
窪
一"
甲

》
ぴ
[①
F
旧
国
許
ロ
o
けq
B
O
気
o
噛
ド
①
ぜ
N
.
一Q。
ひ
。。
.
に
あ

る
學
説
』
、
同

一
の
理
由
に
工

り

正
窮

す
る
々
得

す
、
そ
婁

誠
に
よ
れ
ば
国
土

の
原
住

民
開
化
の
忠

は
・
特
殊
の
後

條
件

・
特
殊
種
類
の
動
物
窪

-

地
　画
の
馨

克
き

配

列
。、
、
一致
す
へ
し
、、、な
す
、
さ
れ
ぐ、か
か
る
事
情
11
、
奮
世
界
及
新
世
界
の
鍛
地
方
に
於
て
の
み
、
遭
遇
さ
ろ
へ
き
所
な
り
∀
タ
、農
9
0

の
土

俗
學
的
見
解

中

に
は
、
非
議
す

へ
き
も

の
も

亦
存
す

へ
し

ε
雌

も
、
氏

か
根
本
的

に
研
究

せ

る
群

島
内

に
於

て
、

甚

だ
相
違

せ

る
地

方

に
、
同
様

な

る
人
あ
り
、

同
様

な

る
地

方

に
、
異
様

の
人
あ

る
の
事
實
は

、
何
人

も
疑

は
さ

る

へ
し
、
そ

は
右

の
實
例

に
於
け

る
か
如
く

、
鮮

明

な

る
も

の
稀

な
り

ε
す

る
も
、
爾
世
界
中

そ

の
他
幾

多

の
地

ヤ

リ

セ

も

へ

も

る

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

へ

も

へ

ら

コ

あ

セ

ヘ

へ

も

ら

方
に
於

て
、
示

さ
る

へ
き
所

な
う
、
要
す

る

に
氣

候

は
、
諸
国
民

の
形
勢

を
決
す

へ
き
、
力

に
葬

る
や

明

か
な
り

あ

ヘ

ヵ

ヘ

サ

も

ヘ

ワ

モ

エ

ヘ

マ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

モ

ヵ

へ

し

り

ヘ

へ

じ

あ

モ

マ

モ

も

も

も

う

ね

も

　

も

も

あ

も

マ

蓋

し
氣
候
は
必
ず

し
も

か
か

る
力
た
ら

す
、
氣
候

の
作
用

加
は
ら
す

し

て
、
國
援

の
形
成

を
見

る
こ
ご
、
珍
ら
し

ヘ

ヤ

も

ヘ

カ

ヘ

エ

ペ

か

ら

さ

れ

は

な

り

。

細

目

に
一旦
り

て

察

す

る

に

、

カ

ル

セ

ー

ヂ

人

は

羅

馬

人

に

比

し

て

力

弱

く

、

羅

馬

人

は

日

耳

蔓

人

及

ゴ

ー

ル
人

説

苑

地
畢
観
祀
會
畢
説

に
就
看
て
(
三
、完
∀

第
十
四
巻

(第
五
號

]
四
九
)

九

〇
三

■



説

苑

地
學
観
杜
會
學
訊
15
就
き
て
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

一五
〇
)

九
〇
四

に
比
し

、

一
層
懶
惰

な
ら

さ
り

し
か
、
〉
昏
δ
鳳
2

は

埃
及

を
侵
略

せ
さ
り
し

か
、
亜
剌
比
亜

人
は

一
大
帝
國
を
、

ネ

建

設

せ
さ
り
し

か
、
叉
秘
露
國

墨
西
哥
國
は

、
誰

に

よ
り
建
て
ら

れ
し

か
、
現

に

穿

幕

。
は
適
切

に
評
論

せ
り

「
偏
頗
な

る
自
一然
的
環
境
學
説

は
、
不
充

分
な

る
こ

ε
を

明
か

に
す

る
た

め
、
空
想
上

一
族
行

を
遂
{

る
こ

・こ
》

し
囁
氏
十
度

の
同
温
線
を
辿
り
行

く
も

の
ε
せ
ん
に

、
そ

の
蓄

世
界

に
於

け

る
途

上
、
=
<
。「℃
。
。
一
倫

敦
、
冨
o
づ
四
。
。
.

窒

"星

.
○
・
　

P

四
三
≦
・
北

京

、

日
本

の
北

部
を

経

由
す

る
こ

・ま

な
ら
ん
、

而
し

て
同

一
温
度

は
、

自
然

的

同

一
型
を
も
、
.精
神
的

同

　
型
を
も

、
生
ま

さ
り

し

こ
ご
を
嚢
見

せ
ん
」

ご
、
氏

は
叉
豊
富

な

る
材
料

に
基

っ

ホ
い

き
て
下

せ
る
、
寓
〇三
密
ρ
旺
oρ

の
學

説
評
論

中
、
ω
o
β
円
お
叶
の
所

説

に
賛
成

し
、
説

い
て
曰
く

「
目
p
・・B
騨
⇒
凶弾

人
は

そ

の
氣

候
、
佛
蘭
西

ε
同
様
な

る
、
肥
沃

の

一
島
嶼

に
住

む
も
、
介
鐡

井

に
多

大
の
困
難

ご
職
ひ

て
、
捕
獲

せ
る

敬
魚
厨

に
よ
り
て
養

は
れ

、
全

裸
膿

の
儘

途
上

を
歩

行

し
、

そ
の
頭

上
に
ε
ま
れ

る
轟

を
食

し
π
b
、
彼
等

の
間

に
は
政

府
も
な
く
、
酋
長

も
な
く
、
互

に
猫
立

の
生

存

を
遂

げ
丙

か
く
て
無
政
府

の
理
想

を
、
現

實

に
示
し

だ
り

人
は
弱

く
し

て
疑

ひ
深

く
、
叉
意
地
悪

る
し
、
何
等

の
好

奇
心

を
懐

か
す

、
叉
趣
味

を
有

せ
さ
り

き
」

ε
、
同

一

の
趣

旨
を
確

か
む

へ
き
材

料
は
、
無
限

に
増

し
得

へ
き
所

な
り
、

.

旧
0

無
数
學
尊

亦
κ
馨

就
ざ

拙
翻
裂
雰

だ
謬

が
憲

蓑
碁

ハ・密

、
翼

雲

裏

罫

ガ
f
、
憩

ポ
ホ
ネ

轡
鍵

罫

硲

雰

ガ
を
・
財
穿

事

罫

献
じ
禦

、
馨

は

ω
・西

は
説
け
り
、「北
米
、集

団
へ
は
年

々
伊
太
利
人
、
猫
逸

人
、

ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ゥ
イ
ァ
人
、
愛
蘭
人
、
佛
蘭
西
人
、
露
西
亜
人
、
西
証
人
#

に
支
那
人
及
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日
本

人
等
、
由

来
移

住

し
現
に
叉
移
住

す
、
凡

て
是

等

の
民
族

は
、
同

一
の
活
動
範
園
を
授

け
ら

れ
、
又
印

度
人

よ
り
奪

は
れ
π

る
、
大
地
域

に
土
着
し
得
た

る
も
、

そ

の
全
部
は
回

し
仕

方

に
行

動
す

る

こ
ご
な

し
、
特

に

ス
ヵ

ソ
ヂ
ナ

ウ
イ
ァ
人
及
北
濁
逸

人
活
動
の
結

果

は
、
大

部
分
は
世

に
認

め
ら

る
る
も
、
伊
太
利

人
は
波
蘭

人
そ
の
他

の
者

ε
共

に
、
低
級

の
勢

働
に
當
b
、
紅
育

の
如
.き

大
都
市
内

に
於
て
、
憫
然
た

る
生
活

に
甘

ん
し
、

か
く

て
肚

ノ

會
生
活

の
た

め
の
、
第

一
方
便

に
し

て
、
叉
最
も
布

敷

な

る
手

段

ざ
し
て
の
、
同
国
語
習
熟

に

っ
き
、
何
等
試

み

る
所

な
し
、
そ

の
以

上

に
街
刑

事
統
計

に
よ
る
に
、
米

國

に
於
け

る
伊
太

利
入
は
、

そ
の
本
図

に
於
け

る
ε
同
様

罪
を
犯

す

こ
ε
多

く
、
加
之
秘
密
窃
盗
仲
間

∩
四
目
o
『轟

琶
α
ヨ
四
聖
p

を
も

同
國

に
移
植

す
、
南
米

に
あ
り

て
は

約
四
百

萬
人

の
伊
太

利
人

、
伯

四
及

亜
留
然
丁

「』
旦
り
、
幾
多

の
西
班
.牙
人
、
葡
萄
牙
人

、
そ
の
他

の
諸
国
民

ご

交
り

て
住

め
り
、
而
.
し
て
同
地

に
何
物

を

か
獲

見
し
得

へ
き
、
予

は
同
地

に
伊
太
利
的
砒
會

、
叉

は
混

和
の
結

果

ど

し
て
生
れ
し
米
國

的
肚
會

に
し
て
、
北
米

の
瀧
會

蓬
競

争

し
得

へ
き
も
の
起
れ
り

ε
は
信

せ
す

、
否
尋
常
肚
會

並
み

ε
す

へ
き
も

の
を
、
相

去

る

こ
ご
遠

し
」

ε
。

(米
圃
に
於
け
ろ
現
今
砒
會
現
象
受

客
観
的
に
目
撃
ぜ
る
一
生
理
學
者
ミ
し

て
は
地
理
的
環
境
に
よ
り
・
泄
曾
の
出
來
事
に
及
ぼ
す
影
響
、
尠
き
な
認
む
ろ
の
外
な
し
、
冨
婁

9
訂

[
窪

。量
臼

コΦ=
巴

色
」・
諺
・
①
琶

に

∪ら鼠
o竃
p

三
回一碧
「)
6
0目.
特
に
叉

Qり言
合
。・ご昌
.
〉
ヨ
①ユ
oP
Z
口o<
ρ
諺
葺
三
〇鵬曲p
>
=
凶=
零
ρ
P
轟8
亀
.
参
照
}

ぬ

で

ヘ

ヤ

た

セ

へ

も

エ

る

り

ぬ

も

や

へ

も

も

ヤ

ヘ

マ

へ

な

へ

ぬ

も

カ

へ

ら

あ

も

マ

マ

や

ヤ

セ

ヤ

ヘ

ヘ

エ

右

の
事
實

に
誤

り
な

し
、
さ
れ

ざ
之
を
以

て
率
直

に
、
人
種

の
特
色

に
よ

る
ご
断

ず

る
は
、
嚴
密

な

る
論

理

に

へ

あ

へ

協

は
す

、
しD
。唖

は
引

緩

き
説
け
り
、
「
予

か
弦

に
説

け

る
所

に
よ
ら
は

、
所

謂
人
種

か
無

闕
.沿
π
り
得

へ
き
も
の

π

る
か
、
將
た

一
顧

を
値

ひ
す

へ
き
も

の
π

る
か
、

国
民

の
偉

大
叉
は
餐

弱
を
促
す

へ
き
、
原

因

の

一
つ
に
敷

ふ

へ
き

か
、
之
を
判
別
す

る
に
足
ら

ん
、
假

り

に
無

闕

.心
だ

り
得

へ
き
も

の
な
り

こ
せ

ん
か
、
米

国

に
於
け

る
伊
太

訊

苑

地
學
観
泄
會
學
設
に
就
き
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

一
五
一)

九
〇
五

ピ



説

苑

地
學
親
紅
會
學
説
に
戯
者
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

一
五
二
)

九
〇
六

利
人
は

、

ス

カ
ン
ヂ
ナ

ウ

イ
ァ
人
及
北

濁
人
同
様

に

、
強

大

ご
な
b
、
南

米
共

和
國
は
北
米
合
衆

国
の
、
大
腰
展

お

も

モ

へ

や

も

も

も

も

セ

ヵ

カ

も

同
様
に
、
国
家
的
経
済
的
稜
達
を
遂
げ
し
筈
な
り
L

ε
、
で
れ
ε
此
論
旨
に
は
、
極

め
て
複
雑
な
る
肚
會
現
象
の

も

へ

あ

も

マ

へ

り

セ

コ

モ

モ

リ

ぬ

ヘ

へ

り

コ

ヘ

ヤ

モ

解
繹

上
、

そ
の
事
實

に
反

し
て
簡
輩
に
過

く

る
の
鉄

黙
あ

る
を
見

る
、
之

に
影
響
み

る
は

、
気
候

に
限
ら

さ
る
ε

同
様
、

人
種

に
も
限
ら
す

、
然
ら

ば
國
民

異

る
に
よ

り
、
同

一
の
自
然
的
環
境

に
廃

し
、
異

れ
る
.心
的
肚
會

的
成

も

ヘ

カ

マ

も

團
を
示

し
、
反
封

に
異
れ

る
環
境

に
庭

し
て

、
似
た

る
成

團
を
示

す

は
何
故

た

る
か
、
そ

は
明
か
に
各

国
民

ご
し

コ

モ

も

も

も

し

へ

も

マ

し

ヘ

ヤ

ミ

も

あ

み

て

も

ち

ヤ

ヘ

ヤ

へ

て

は
、
夙

に
大

に
啓

嚢

さ
れ
た
る
、
心
的
構
造

を
有
す

る

か
た
め
な
り
、
そ

は
徐

々
な

る
肚
會

的
過
程

の
結

果
な

る
を
以

て
、
そ

の
最
小
部

分

に
於
て
も
、
短

か
き
年

月
内

に
於
て

も
、
そ
の
基
調

を
喪

は
る

Σ
能

は
す

、
即

ち
移

住

し
行

く
國
艮

は

、
人
種

よ
り
湧

き
出

で
し
も
の
た

ら

さ
る
、
右

の
心
的
構

造

を
備

へ
つ
」
移
住

し
、

そ
は
叉
自

然
的
環
境

よ
b
湧

き
し
も

の
た
ら

さ
る
を
以

て
、
移

住
先

き
に
て
之
を
攣
す

る
を
得

す

、

一
面
右
国
民

中

の
特
殊

分
子
が

、
そ
の
貧

困

ご
開
化

の
黙

に
全

く
融

け
た

る

ε
に

よ
り
、
安
定
高
級

に

し
て
叉
儲

け
多

き
、
勢
働

に
當

る

を
得
す

、
寧

ろ
犯
罪

に
そ
の
活
路

を
求

む

ざ
す

る
も

、
そ
は
人
種
及
環
境

こ
何
等

の
關
係

か
あ

る
、
伊
太
利

の
海

外

移
住

か
、
窮
乏
及

犯
罪

の
輪
出

た

る
は
、
世

に
著

名
な

る
か
、

か
か
る
移
住

ε
右

の
事
情

に
よ
る
影
響

ご
を
結

ひ

つ
く

る
は
、

一
層
容
易

に
し
て
、

一
層
論

理
に
協

ひ
又
穂
當

ε
す

へ
き
も

の
あ
ら

ん
。

(地
理
的
環
境
の
風
教
、
智
龍

等
に
及
ほ
マ
影
響
に
關
し
て
も
・
人
種
に
於
け
る
ミ
同
様
な
る
論
旨
行
に
ろ
、
∩
oHa
昌
三
曾
男。ユ
2
0讐
p
臼
一藍
田
㎡
…
勺
①「
訂

「窩
田

一一〕巴
。畠
碇邸
中

[
印島
三
Φ
幽
》
コ駐
9
ω
器
8
コ一
等
参
照
。
而
し
て
此
鮎
に
聞
す
ろ
誇
張
説
の
、

一例
丈
け
擧
げ
ん
に
、
ゆ
。鷲
鼻
ス
o葺
Oω詳
ヨ
p
>
ヨ
①「ざ
き
9

【。。♀

ば
即
ち
黙
り
、
之
に
&
う
に
北
米
の
土
地
及
気
候
に
、
欧
洲
人
の
皮
膚
色
に
影
響
し
初
め
、
之
な
赤
色
な
ら
し
む
み
の
傾
向
あ
り
、
叉
そ
の
顔
の
表
情

に
影
響
し
勧
む
ε
ぜ
り
V

Sergi,Op.ciし ・P・237・

■



,

」

う

で

つ

る

も

肚
會
地

理

に

っ
き
最
も
賞
用

的

に
し
て
叉
完

全
な

る
、
慮
用
を
試

み
た
る

U
。
ヨ
o
ぎ
。。
ご
錐

も
、
自
然

的
環
境

へ

も

へ

う

う

つ

カ

ヤ

ロ

へ

も

ロ

暫

し

ロ

セ

た

へ

カ

も

ヵ

カ

も

ヘ

ヵ

へ

ら

や

し

ヘ

セ

マ

つ

ヘ

へ

も

ぬ

も

も

マ

の
新
影
響
あ
る
に
拘
は
ら
す
、
特
殊

の
習
慣
及
特
質
維
持

さ
る
る
の
事
實
を
、
解
繹
す
る
π
め
に
は
、
他
の

一
因

、

、

、

、

、

、

、

■

、

、

*

子
即

ち
人
種

に
、
助

援
を
求

め
た

る

こ
ε
を
示
す

は

有
用

な
り
、
即
ち

園
げ
。コ
の
河

流
域

に
於

け

る
盆
地

の
、

肚

會

型
形
成

上
遭
遇

せ
し
障
碍
中

に
は
、
歴
史
的
襖
源

も
敷

へ
ら

る

ε
し
、「
同
地
方

に
は
そ

の
初

め
、

ケ

川
ド

人
及

イ

ペ
ソ

ア
人

の
混

血
民
族

め
り
こ
次

い
で
地
中
海

を

渡
り

て
到
来

せ
し
、
希

臘
及
拉

丁
商

人

の
支

配
者

、
之
を
統
.

御

せ
ん

`
し
て
来
れ

る
あ

り
」

(二
一
七
頁
)
ε
説

き
、

文

目
b
凶δ
.
河

流
域

に
於
け

る
盆
地

肚
會
型

に
示

さ
る

、
、

一

新
現
象

に

っ
き
評
論

し
て
曰
く
、
「
ケ

ル
ト
民
族

に
よ

る
根
源

か
、
此
人
巨
群

に
齎
ら

し
、

叉
之
を

し
て

図
ず
自
。

河
及

O
錠
§
器

河
流

域

に
於
け

る
、

二
先
例

ざ
異

る
も

の
あ
ら

し
め
し
新
現
象

は
、

家
族

の
不
安

定
性
大

に
し

て

、
閥
族

を
構
成
す

る
の
傾
向
増

大

せ
る
に
あ
り
」

三
四
五
頁
)
ε
、
別

に
又
明
言

せ
り
、
「
諸

人
種
混

血

の
影
響

は

一
様

に
土
地
利
用

の
仕

方

に
も
現

は
る
」

(三
四
七
頁
)
蓬
。

(下
墨

ヵ

ミ

も

も

も

ヤ

マ

,砒

會
地

理
は
趾

會
現
象

の
完
画

な

る
解
縄
ビ

、
す

る
に
足
ら

さ

る
こ
ε
を

看
取

せ

る
よ

り
、
廣
義

に
於
け

る
自

い

セ

カ

も

へ

る

で

も

ヤ

も

も

へ

も

然
的
環
境
の
、
諸
特
別
影
響
を
析
理
せ
ん
ε
す

る
に
至
れ
り
、
か
く
て
假
令
は
交
通
路
、
叉
は
国
民
及
開
化

の
大

な
る
流
れ
か
、
注
ぎ
た
る
河
床
は
、
か
、
る
特
別
研
究

の
対
象
ε
し
て
探
ら
れ
た
り
、
前

に
も
説
け
る
が
如
く
、

み
ネ

ま
ボ
ホ

ネ
ネ
お
ネ

U
oヨ
o
ぎ
頓
は
諸

国
民

軍
旅
の
大
道

に
重
き
を

お
き
、
閃
鉾
N9

は
海

に
重
き
を

お
け
り
、
文

言
o
臣

は
説

け
り
、

「
地

の
凸

凹
否
土

地

の
形
勢
は
、
由

來
交

通
路
及

交
通

方
便

の
た

め
に
、
多
大

の
意

義

を
有

し
た
り

、
現

に
叉
之
を

説

苑

地
學
観
肚
會
學
説
に
就
碁
て
(二
、完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

一
五
三
)

九
Q
七

【.

於Delnじlins,Lesfra叫aisd'a■1jOurdhui・

鰍CampredoD,Meeconoiniqueetsocialdesvoiesdecommunica亡ion,Paris

1899・ 参 照

Chiappelli,11mareelacivilta,Riv.Ital.Sept.1701.管曇菅

皆皆暑柴Nlolli,Legrandiv】edico[nuDicazione,Torino1902.3LRubio,Discurso

sobrelasociopa[ologia,Acad.deMadrids890.



塾

,

響

説

苑

地
學
観
耽
會
畢
親
に
就
含
て
(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

[
五
四
)

九
〇
入

有
す
」

さ
れ
ε

「地

の
凸

凹
か
そ
の
不
雫
坦

に
よ
り

、
授

く

へ
き
障
碍
以
上

に
、
街

氣
候

ε
人

口
稀
薄

ご
に
よ
b

惹
起

さ

る
る
障
碍

あ
り
」
、
「
人

口
密
度

の
み

は
、
土

地

凸
凹

の
諸
結
果

に
、
愛
更

を
及

ぼ
す

へ
き
も
、
氣
候
、
肥

瘠

及
産

物

の
複
雑
性

に
謝

し
て
は

、
従
た

る
地
位

に

あ
り
」
從
ひ

て
自

然
的
諸
事
由

は
、
肚
會

生
活

の
た
め
に
諸

候

件
を
授

く
る
も
、

そ
は
叉
肚
會

生
活

そ
の
も

の
に

よ
り
攣

更

せ
ら

る
、

自
o毎

は

巾
p
↓N巴

同
様

、
海

に
大

な

ホ

る

意

義

を

付

興

せ

り

、

(Ω
。
8
狂
・
ピ
四
α。
冨

・β

。
一餌
冨
∩
Φ
コ
色

葺
。
置

①
"
口
臨
∩
。
「
ま

}

。
・6
Q
一
は
古
代

に
於
け
ろ
、
一
切
の
大
職
事

P

於

て
、
経
済
的
欲
求
か
動
機
心
な
ぜ
る
こ
ξ
為
示
し
、
亜
細
亜
大
帝
國
の
侵
略
、
ア
レ
キ
ザ

y
ダ
ー

の
遠
征
、
.
ペ
ロ
ポ

ン
子
ナ

ス
の
戦
争
等
な
之

に
よ

り
解
緯
ゼ
リ
)
氏

は

特

別

の

一
肚

會

型

に

於

け

る

構

造

を

も

、

亦

交

通

路

の

軽

易

及

土

地

の

性

質

に

よ

り

、
解

繹

せ

ん

*
*

顎

、

、

、

、

、

、

ご
せ

る
紫
拘
は
ら
す

、
自

然
的
環
境

を
何
時
も
至
能

覗
せ

る
者

ε
は
、
相
去

る

こ
ε
遠

し
、
交

通
路

の
影
響
は

、

カ

リ

も

セ

ち

さ

へ

も

マ

あ

ち

り

り

で

も

も

や

ヘ

モ

も

　

る

ヤ

モ

あ

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

エ

種

々

の

肚

會

型

を

生

む

へ

き

黙

に

罪

す

し

て

、

現

存

諸

型

を

統

一
せ

し

む

る

黙

に

あ

り

。
(ぞ
目の
野

ゴ
巳
ぎ

界

ぎ

画
、.一身

讐

一δ

⊇
①
二

鵬

σq
匿
え

O

恥
①
⊃
<
田
噛
唱
母

記

一。。。。
。。
は
古

代

に
於

け

ろ
四
大

開

化

か

、
大
河

に
浩

ひ
て
起

れ

ろ
海
示

し
、
支

那

の
開

化

ば
黄

河
揚

子
江

に
沿

ひ

、
印
度

の
開

化

は

、
イ

y
ダ

ス
及

ガ

ン
ヂ

ス
河

に
漸

ひ

、

バ

ピ
耳

ζ

ア
ッ

シ
リ

ア

の
開

化

11

、

チ
グ

リ

ス
及

イ
ワ

フ
ラ

テ

ス
河

に

沿

ひ
・

埃

及

の

開

化

は

ナ

イ

ル
河

に
浩

ひ
て
起

れ

り

ざ
ぜ
り

)

'
瀞
偉
塘
理
型
押
か
か
ボ
ポ
・
箭
掛
譜
酔
創
妙
齢
麟
・
卵
卵
講
殴
や
⑳
愈
謝
を
か
に
齢
醍
じ
・
控
蹴
P
楚
割
げ
尉

も

ヤ

ヘ

モ

ぬ

ヘ

ヤ

も

ヨ

エ

も

ヤ

へ

ゆ

し

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ら

ヘ

モ

ヤ

へ

子

に
よ
る
意
義

は
、
殆
ん
ご
皆
彼
等

に

よ
り
て
喪

は

る

玉
に
至
れ
り
、
∩
。
口
器

に
よ

る
に
自
然

事
情

は
、
肚

曾
的

へ

も

や

あ

り

ヘ

へ

も

や

ヤ

ヘ

ヘ

へ

も

攣
動

を
促
進

せ
し
め
、
叉

は
渥
緩

な
ら

し
む

へ
き
も

、
蔵

會

か
自
然

に
及

ぼ
す

へ
き
、
逆
影
響

あ

る
こ
ご
も
怠

る

へ
き

に
非
す

、
之
に

よ
り
自
然

は
.漸
次
肚
會

化

せ
ら

る
ご
し
、
又

ω
℃
窪
8
「

は
盲

へ
り

、
コ

肚

曾

の
有
機
的
及

無

機
的
外
界

か
、
を
の
孔肌
會
進
ル

の
経
歴
中
、
如
何

に
不
断
叉
重
大

の
愛
化
を

遂
げ
、
叉

こ
の
攣
化

は
甦

會
獲
展

*MOM,1.c・P・15,16,25,49・

鰍MolliJ.c.P.55,282,23「 「,28・ 半・
」
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ロ

も

マ

へ

も

ね

⊥

、
如
何

に
重
大

な

る
副
次
的

一
因
子

捻

る
に
至

る
か
を
、
了
解
す

る
だ
め
に
は
、
猿

に
よ
り
棲

ま

る
る
森

林
、

叉
は
野
禽

に
富

め
る

一
沼
澤

ご
、
想

ふ

に
今
日
同

一
地

方

に
占

檬

せ
る
、
諸

国
民

ご
の
問

に
於

け
る
、
著

大

の
相

リ

マ

も

も

も

も

モ

ヤ

も

違

に

想

到

す

る

の

み

に

て

足

れ

り

L
「
諸

種

の

超

越

有

機

腸

的

構

作

物

は

、

何

れ

も

絶

え

ず

前

進

展

開

し

、

叉

交

互

に

影

響

し

逆

影

響

を

受

け

つ

つ

、

そ

の

全

部

結

束

し

て

は

、

非

常

に

包

括

的

に

し

て

、

複

雑

叉

偉

大

な

る

影

響

を

及

ぼ

す

へ
し

、
肚

會

獲

展

の

脛

睡

中

か

＼

る

影

響

は

、

絶

え

ず

個

人

及

肚

會

を

憂

化

せ

し

め

、

他

の

一
面

に

は

叉

個

人

及

肚

會

に

よ

り

鍵

更

せ

ら

る

、
〔人
は
疑
も
な
く
地
理
的
愛
化

の
、有
力
な
る

一
機
關
な
り
、
言
暴

ゴ
レ

ゴ

・
鼠

謬

耳

Φ
.
勺
げ
旨

∩
巴

O
。
。
脳
「即
℃
一9

固
い
日
。
レ
5
①
匙
ξ

竃
言

及
そ
の
最
新
版

月
琴

国
宣

ゴ
田

5
。
匙
5
①
偉

9

=
F
日
p
ロ
〉
。ま

ロ
ト

。
註
.
窮
翼

塗
照
。
唱
δ
。
ゴ
塁

o
～

冨
。
津
H甜
。
N
=
「
Ω
①
㎝∩
ぼ
6ぼ
。
軋
。
しq
冨
P
8
「母
岩
㎝
ヨ
コ
uり曽
Qっ
♂
け而
p
「
[
Ho。
燈
ひ
に
人
の
道
具
及
武
器

為
以
て
、
敵

の
諸
方
な
防
く
の
用

に
供
し

、
叉
蓑
填

た

攣

ろ
の
力
突

。
授
く
へ
菖

然
癬

官
鎧

讒

し
、
霧

合

外
界
髭

攣

ろ
、-・
を

、
賓

外
世

人
に
濃

芝

葺

)
そ

の
影

響
は
吾
人
か
肚
會
そ
の
も
の
N
、
無
生
部
分
否
寧

ろ
新
環
境
税
し
得

へ
き
も
の
を
、
漸
次
に
形
成

し
、
そ
の
意
義

上
本
源
環
境
を
凄
く
こ
ε
あ
る
に
至
り
、
元
来
高
級
耐
會
形
態
を
立

つ
る
の
輝
碍
π
b
し
、
無
機
的
有
機
的
事
情

の
下
に
、
か
当
る
肚
會
形
態

ぜ
編
む
こ
ご
可
能
な
る
に
至
て
は
、
愈

々
重
要

ご
な
る
」
ざ
、
從
ひ
て
耽
會
的
因
子

複
雑
銘
の
程
度
は
大
に
し
て
、
副
次
的
叉
は
肚
會
的
因
子
の
意
義
は
偉
大
な
り
》
間
々
本
源

の
自
然
的
因
子
に
勝

ゆ

ミ

で

セ

を

へ

も

へ

も

も

あ

ロ

ヘ

へ

も

も

や

モ

あ

ヘ

ヤ

を

へ

ち

つ

あ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る

に
至
る
、

こ
は

「
肚
會

襲
展

の
原
始
的
階
段

は
、
そ

の
後

の
階
段

よ
り
も

、
地
方
的
諸
候
件

に
左

右

さ
る
る
こ

セ

ヘ

ヘ

や

ご
大
な
り

ざ
の
、
意
味

に
解

す

へ
き
な
り
、
高

き
獲
展
階

段

に
あ
り
て

は
、
心
的
耐
　會
的
影
響

は
大

に
し
て
、
た

め
に
自

然

の
影

響

は
何
れ
も
曖

昧

に
締
す

、

U
。
Ω
8
臥

は
自
然
的
環
境

の
、

阯
會

獲
展

に
及

ぼ
す

影
響

を
大

に

力
説

し
、
た

め
に
大

に
獲
達

せ
る
現
肚
會

ご
難
も

、
そ

の
脛
濟

、
風
俗
、
政
治
蜆
、
哲
學

親
は
之

に
よ

り
決

せ
ら

る

凱

苑

地
學
観
世
會
箪
説
に
就
き
て
(三
、完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

一
五
五
)

九
〇
九

'

'



ダ

説

苑

地
學
羅

璽

説
に
撃

て
(三
晃
)

璽

、四
巻

(第
義

一
五
六
)

空

。

喜

る
人
な
る
も
・
そ
の
影
響

か
そ
の
普
遍
性
必
然
性
を
、
減
し
行
し
馨

に
　

、
.諸
現
象

の
分
類
系
統
並
み

美

童

的
蕪

・
氣
候
)影
響
・
そ
の
他

の
自
然
的
、
地
理
的
、
化
嵩

、
無
機
暑

欝

影
響
に
分
類
し
、
最
後

に
心
理
的
影

響
を
塞

げ
た
b

、
そ
は
諦
現
象

か
泄

會
的

ε
な

ら

ん
か
、

そ
の
本
源

の
自

然
的
因
子

に
よ
り
、
影

響

せ
ら

る
ン
こ
ピ
輕
微

に
限
ら

る

へ
し
ご
、
な
す

の
意
な

り
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

レ

、

、

、

、

、

、

・

、

、

、

、

、

、

現
舟
艇
會
地
理
學
者
を
例
外

ε
せ
ん
か
、
自
然
的
外
界
は
影
響
を
及

ぼ
す
の
み
な
ら
す
、
肚
會
か

一
層
人
な
る

細
雰

渺
渺
幹

硲
溶

ぐ

ベ
ガ

こ
ご
は
、

一
般

に
承

認
せ
ら

る
、
野

　

は

=
雪

ぎ

・…

の

;

覇
明

を
繹
義

七

つ
＼

そ
の
著

名
。
…

・
「σq
"
毒
口

の
一瓢

に
書
け

り
、
天

は
自

然
を
制

麦

鞣

す

、
自

然
は
自

か
ら
服
従

し
命

命
ず

る
こ
ε
な

し
」
=
。
ヨ
:

彗

謹

暮

露

三

景
ゆ
・℃
・。㎝・
昌
曽陣̀
「p
の
凱一
p
。
旨

舞

。醤

。
頃四
叶-
　
固
辞5
『p。
ロ
。
。

言
霊
「㌶

㍉
、

こ
は
實

に
親

近
祉
會
學

者

に
よ
b
眞
理

こ
せ
ら

る
る
も

の
、

即
ち
人

は
自
然

の
認
識

に
努

め
、

由

り

て
之
を
制
す

る
こ
ご
を
期

す

へ
し
ビ
、
す

る
の
趣

旨

を
認
識
す

る
も

の
に
弄
す

し
て
何

ぞ
、
歴
夏

の
経

過
は
、

ヘ

マ

へ

も

あ

ヘ

へ

も

ヘ

ヤ

ヘ

ヤ

自
然
的
環
境
舟

倉
的
群
の
心
的
聾

署

の
、
諸
候
件
に
よ
り
左
右
せ
ら
る
、
外
界
は
肚
會
影

響
す
る
も
、
之

姦

悪

び

釜

お

書

籍

享

・
謬

Φ
び

お

琶

霜

謬

が
、
人
堺

界
の
坐
礁

件
遠

慮

し

つ
＼
、

外
界

及
自
然
力
を
利
用

し
得

へ
く

、

叉
か

}
る
影

響

に
よ
り

て
、

諸

国
民

の
特
質

は

決
定

さ
れ

ん
。
.

要
す

る
紅

會
地
理
は
・
肇

實
を
そ
の
系
統
論
の
範
園
内

に
、
嵌

め
込
ま
を

努
む
る
か
π
め
に
、
右
の
眞

理
を
怠
る
・
素
よ
り
肚
會
地
理
は
砒
會
學
の
陀
め
に
、

雇

該
括
的
に
し
イ
、適
切
文
科
學
的
な
る
、
原
理
を
捜
さ

し
む
る
の
・
支
管

し
て
は
有
用
な
ら

ん
、
さ
誓

そ
罫

塞

な
り
、
輩
皿
し
そ
は
社
倉
か
、
領
土

に
よ
り
て
の

菅

諜羅灘灘麟麟灘
sCheid,Euしwicklungswerしthen】.ie,・g・B等

、
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み
拘
束

さ
る

へ
き
、
凋

立

の
値
入

に
よ

り
組
成

さ
る

ε
の
、
偏
見

を
土

塁

ご
な
せ
は
な
り
、
謂

ふ
迄
も

な
く
肚

會

現
象
は

、
極

め
て
複
雑

な

る
原
因
結
果

を
有
す

、
文

事
實

に
基

づ
き
、
そ

の
前
提
中

に
全
く
包
ま

れ

さ
る
、
結
論

　

を
下
す

は
誤

れ
り
、
自

然
的
環
境

ε
國
家

形
態

こ
の
間

に
關
係

あ
b
、
自
然

的
環
境

蓬
精
神
的
構
浩

ε
の
間

に
、

関
係

あ
り

ε
す

る
か
如

き
は
黙

り
、
そ

の
間

間

々
矛

盾
も
伴

へ
り
、
略
言
す

れ
は
乱肌
會
地
理

は
、
肚

會
學
的
紹
問

題
中

の

一
面
、
即

ち
外
界

の
入

に
及
ぼ
す

影
響

の
み

に
、
着
眼
す

る
に
過

ぎ
す
、
別

に
人

か
外
界

に
及

ぼ
す

へ
き

逆
影
響

あ
り
、
そ
は
後
日

に
至
れ
ば
、
唯

一
の
影
響

を
及

ぼ
す

へ
き
も

.
全
く
之
を
問
は
す

、
地

理
的
環
境

は
植

物
界

(動
く
こ
ε
な
く
反
慮
す
ろ
こ
芝
な
き
個
雛
よ
叫
な
ろ
)
を
解

縛

す

へ
き
も

の
ε
し

て
は
完
全

な
り
、

動
物
界

(少
し
く
移
動

し
少
し
く
反
慮
す
へ
き
個
艦
よ
り
な
ろ
)
を
解
緯
す

へ
き
も

の

ε
し

て
も
、

可
な

り
足

れ
る
所

あ
り

、
之

に
よ
り
人
間

〔甚
だ

し
く
移
動
し
甚
だ
し
く
反
慮
す
へ
き
個
人
よ
り
な
ろ
)
を
解

繹
し
得

へ
き
は
、

そ
の
敷
面

に
過

ぎ
す

、
そ

の
組

成
者

の
移

動
性

及
反

慮

に
よ
り

、
盆

々
大

な

る
新
影
響
を
生

む

へ
き

、
肚

會
文
明
界

に

つ
き
て
は
、
そ

の

一
面
を
も

之

に
よ
り
解

繹

し
得

へ
き

に
非
す
。

(完
)

,

説

苑

地
學
観
紅
會
學
誠

に
就

看
て
(三
、完
)

第

+
四
巻

(第
五
號

一
五
七
)

九

一
一
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